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日本花蓮の対アメリカ輸出停滞をめぐって
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1 は じめ に
明治10年代後半に本格化する対アメリカ輸出によって急速に拡大した花延
生産は,1902(明治35)年をピークとするそれ以降の対アメリカ輸出の停滞
によって,まもなく大きく縮小していく｡明治20年代の急速な発展ととも
に,この対アメリカ輸出停滞をめぐる問題が蘭産業史における重要な問題で
あるが,ここでは,このアメリカ市場における日本花延の停滞をめく.ること
がらについて検討する｡
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2 輸出花延の市場
(1) アメリカへの輸出
①輸出花延の販路
1880(明治13)年に磯崎眠亀がみずから錦莞延の見本数十種を携えて神戸
港に行き,外商舘に赴き輸出の努力をしたけれど,蘭蓮に着目する者はまれ
で同港の浜田篤三郎が見本品数種を購入したにとどまったQ浜田は該品をイ
ギリス,アメリカに送 り販路を求めたが,翌年になってイギリスから注文を
受けた｡これが県下蘭延輸出の最初で,ここに本邦花延が初めて外国に輸送
せられたのである｡
1884(明治17)年に ドイツ国の-ンブルクのシー ･アイ ･ブラガンプなる
者が岡山市蘭延業今谷直平の宅に来て製品販売の契約をしたOついで,翌年
1885(明治18)年にアメリカのメリーランド州シー ･ライヲンなる者が今谷
と売買の契約をし,続いて東京木村第二支店堀越善十郎より岡山県庁を経
て,多数の注文があった｡
以上は 『花延柔纂』をはじめとする各書にみるところの,花延が輸出され
るに至る経緯であるが,かくして輸出品となった花延の主要相手先はアメリ
カで,｢本品ノ需要地-主 トシテ米国熱帯地万ニシテ,其九分-全国紐育,秦
港ニテ集散スルヲ常 トシ,其余-仏国巴里,英国倫敦,英領香港及ヒ独逸｣
1｢
である,としているように,ニューヨーク,サンフランシスコが主要集散地
となっている｡
生産地からは ｢花延及び色延は重に都字郡妹尾村仁栄社より神戸百二十一
(2)
番デオカブ,三十六番デヤス商館-輸送するものなりと｣,というように,
神戸の外国商館を経て輸出されるのである｡
この神戸の外国商館については,｢神戸居留外商は我国製産品を買入各本
国需要者-輸送するものにして,内地貿易商 ･仲買商 ･製造者と直接の関係
を有し,而して内外商は相提携正路の取引をなし,以て本業の隆盛を図る真
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任あるものなれば,神地居留外商にして資産確実,正路の取引する館名を掲
げ内地同業老中今後新に本業を開始せんとするものに最も必要を認むるを以
て大ゐに参考に資せんとす｣として,つぎの神戸居留花延取り扱外商館名が
〔3)
あげられているO
居留地百廿一番 八十八香 西米三番 九十一番
六拾三番 八十三番 三十八番 百十三番
五十番 生田前一番 五十三番 弐拾番
販売の手順であるが,神戸港外国商館と直接取引する場合はつぎのように
(4)
行なわれる｡
予め注文品に対して添見本を納めて置いて,その後製品を入庫することを
通例とする｡その検査法は,添見本を基準として製品の精粗等級を鑑別す
る｡
代金の支払であるが,製品入庫の上,約束代金の6ないし7割の内金を支
払い,検査終了のうえ清算する｡
しかし,商館によってはこの方法をとらないものが少なくない｡
以上は外国商館との直接取引の場合であるが,神戸港の貿易商人に売り込
む場合もほぼ同様である｡
(5)
さて,神戸-の出荷であるが,それはつぎのように行なわれる｡
荷造りの方法であるが,花建2本を1巻として,藁菰でそれを包むという
ことが一般的である.
荷物は汽車構または汽船横で,1巻を1個として,花延 1個につき,岡山
から神戸までの運賃は,汽車横は神戸配達賃込みで12銭,汽船積は10銭～11
銭で,他に神戸市内配達賃 3銭を要する,ということである｡至急を要する
場合,汽車の大荷物として出すときほ,1個につき25銭である｡汽船積がや
や安いが,時間は多くかかるのであろう｡
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②アメリカにおける需要
さて,この花延の需要地における需要であるが,これについては ｢需要の
目的｣としてつぎのように記している｡
敷物即チ ｢カーペット｣ノ代用二止り,未夕他二使用スルヲ聞カスo需要地-多
ク熱門繁華ノ都市二在ラズシテ幽閉静清ノ村郷二在l)｡即チ山村水郷ニテ-家屋ノ
各室二使用スルモ,都府二在テ-僚側又-僕稗ノ室ノ外殆ント使用セス｡其季節-
夏季二在l)テ使用者ノ上下ノ区BrJ無｡使用ノ暫久-貧富如何二由ルモ,概シテ-夏
季又-翌年ノ夏季二裏返シテ再用スルヲ常 トス｡但富者-一夏季二止ルモ貧者-品
(6)
物ノ破損二至ルマテ使用スル-言ヲ倹タス｡(ニューヨーク領事報告)
｢カーペット｣ニ代用シ若ク-壁ノ下船二使用スルノ外他二用途ナシ｡需要地-
当国太平洋沿岸及東部諸州何レモ需要スルモ,南部熱帯地ヲ最多 トス｡需要ノ多キ
-夏季二在リテ上下ノ別ナク使用スルモ,廃棄ノ期-上等社会-大約二三ケ月,中
等-ーヶ年,下等--ヶ年以上使用シ,共闘表裏ノ転換ヲ行70
本品ノ需要-専ラ敷物用二供スルニアリo好事家-時二壁対レ 代二之ヲ使用スル
モノアリト維 トを其範囲極メテ狭小ナリ｡原釆本品ノ性質タル欧米在来ノ紙鍛 卜異
ナリ乾潔清涼ヲ以テ勝ルモノナレ-北方寒気ノ地ヨリ-南部煉温ノ地二需要アルコ
ト固ヨリ論ヲ侯タス｡之二加フルニ当国ノ南部-東北部二比シテ生計ノ度週二低ク
高価ナル級椴ヲ購買スルカ比較的二少キニ反シ,本品ノ外見美二価格廉ナル事実-
特二南部住民ノ噂好ヲ引クニ至リシモノ､如シ｡然りト維モ本品ノ顧客-独り南部
二止マルモノト云7-カラス,紐育ノ如キ費府及市俄高ノ如キ巨市二在テモ可ナリ
需要アリテ,中等ノ家ニ-往々使用スルコトアリ,又富豪ノ第宅二於テ-通年ノ敷
物二用フルコトナク大抵-夏間ノミ使用シ,秋風-クビ釆ル トキ-普通ノ繊鍛二敷
替ユ｡然ラサレ-避暑ノ為メ設ケアルBTJニ於テ之ヲ使用スO(廿八年七月ニューヨー
(7)
ク領事報告)
すなわち,それは専らカーペットの代用品としてである｡アメリカ南部地
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万において,夏季に中等以上に需要される｡そもそも花延の質はカーペ ット
と異な り,乾燥清冷をもって特性とす るので,北方湿寒の地には需要少な
く,南方乾燥暖の地に適するOそれに加えてアメリカの南部の諸州は北東部
に比べて生活程度が遥かに低 く,高価なカーペットを購入するよりもきれい
で廉価な花延を多 く用いるのである｡そして,この地方のみでな く,ニュ
ヨーク,フィラデルフィア,シカゴ,ボス トンのような大都会にても多 く用
い,また夏季避暑のための別室などにおいて特に用いるものが多いのであ
(8)
る｡
(2)アメリカにおける敷物生産
そもそもアメリカ国内における敷物生産であるが,『花延商況一斑及其改
良意見』(明治28年)はつぎのように記 している｡
千七百九十一年,即チ今ヲ去ル事百〇四年前,初メテフィラデルフィアニカーペ
ットノ製造起コ1)シガ,当時ノ＼其業連緩ニシテ千八百十年ノ統計二拠ルモーヶ年ノ
産額九千九百八十ヤードニ過ギザリシモノトノ事ナリ｡勿論此時分-蒸気仕掛ノ機
械ナク何レモ手織機ヲ用ヒ且ツ職工共銘々ノ家二在り製造二従事セル事猶我国ノ農
民ガ花延ヲ製スルガ如キ有様ナl)シカバ,-日ノ出来高上ヤードヨl)八ヤード位二
過ギザリシト云フ｡然ルニ其後千八百五十年以来巧妙ナル機械相瞳デ発明セラレ,
千八百八十六年二出来タル ｢ノールス｣ ト云-ル機械ノ如キ-一台一日ノ産出五十
ヤードニ達スルニ至レ1)O其発達ノ次第-事長キヲ以テ義二詳説セザレトモ,兎二
角カ､ル勢ニテ製造ノ進ムニ従ヒ次第二廉価二作ル事ヲ発明シ,従テ追々需用ノ区
域ヲ広メ,今日二至l)チ-極貧ノ家ヲ除クノ外苛モカーペットヲ敷カザルモノナ
シoサレバ近来日本ヨリ釆ル人-当国ニテカーペットヲ用ヒル風俗-数百年来ノ慣
習ナルガ如ク想像スレトモ其実僅二五十年許l)ノ間二普ク行渡l)タル風俗ニシテ,
彼支那花延ガ初メテ輸入セラレシ時-,カーペットモ亦売出シノ初ニシテ,其需用
区域尚ホ極メテ狭隆ナル時代ナリシナ1)O唯支那延-四十余年一日ノ如ク兎角改良
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(9)
ニ意ヲ江ガザリシ為メ其需用区域ヲ拡張スル事能-ザリシノミ｡
すなわち,1850年代以来,それまでの手工業から機械生産となった｡生産
高は急増し,製品は廉価となり,それは一般的に広く普及した｡しかし,
右二云フ如クカーペット-近来コソ其製造ヲ太メタルモノナレトモ,此五十年間
二合衆国ノ人民-殆ンド四倍ノ増加ヲ為シ,富ノ度ノ､殆ソドニ倍セル際ニアリテ百
事矢ノ如ク進張スルノ機二乗ジタレバ供給常二需要二及バズ,如何ホド製造ヲ盛ニ
スルモ販路二窮スルノ憂ナカリシカバ巨大ナル工場続々トシテ起 り,機械-益々織
成ノ度ヲ早メ模様-愈々新奇ノ意匠ヲ競ヒ相争フテ製造二従事セシガ,近年二及ン
デ-人口モ旧ノ割合ニ-増加セズ,生活ノ方法モ追々引キ締 り来り,共棲遂二未曾
有ノ不景気二際会シタル為メ,二三年前ヨl)此業煤二一蹟シ,今ノ､却テ供給過多ノ
IL､､
有様 トナリ,之レガ為メ市価モ忽チニ低落シテ殆ンド旧時ノ半額二下レl)O
というように,この需要の伸びはこの50年間の4倍にも及ぶ人口増加と2倍
となった所得増加によったのであり,そのような増加がなくなった今日,供
給過剰となり,価格が半額となってしまった｡
そして,引き続きつぎのように記しているo
サレバ,カーペットノ最下等ナルイングレーンヲ購-バ現今-ヤードニ付三十五
仙ヨ1)五十仙ニテ手二人ルヲ得ベシ｡然シ乍ラ三十五仙ノカーペット-カーペッTl
中ノ最下等ニシテ,而モ此ノ如ク無下二安価ナルモノ-庫底二残 リタル持越品力左
ナクトモ至テ粗製ノ品ナレバ染色ノ槌易キ-勿論,模様ノ如キモ在り合セノ形ヲ付
｢㌧
シタルモノニシテ,一見其卑野ナル事ヲ厭-シムル悪品也｡
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(3)アメリカ市場における各国製品との競合における問題点
①アメリカ国内製品
ところでカーペットであるが,引用文にあるように,アジアからヨーロッ
パに伝わったカーペットは,ヨーロッパではその4,50年来巧妙なる機械の
発明が相続き,ノールスと称する機械のごときは 1台 1日の産出50ヤー ドに
達し,価格は低廉となるとともに,需要は増えて,貧困なる家を除き,ほと
んどがこれを用いるに至っている｡ところで,中国の花延が初めてアメリカ
に輸入されたのはこのカーペットが発達 した時代と同じその40年来のことで
ある｡
すなわち,わが国の花延の市場であるアメリカでは,家屋の敷物には紙椴
が一般的であり,それに中国産の花延が40年はど前から輸入されていたので
あるOここに日本製品が参入したのである｡
アメリカには国産級也が発展し,廉価な製品が供給されているにもかかわ
らず,中国,そして日本から花延を輸入している｡アメリカ国産のカーペッ
トの問題点があった｡
先に引用 したように,アメ1)カの国産カーペットの廉価は35セントのもの
があるが,それは ｢一見シテ卑野ナル事ヲ厭-シムル悪品也上 としていた
が,それに続き,
之二引力-テーヤード三十五仙ノ花建卜云-バ錦莞延或-絡雲席ノ飛切ニシテ,
其模様-一 東々洋ノ妙想ヲ表シ,米人ノ眼ニ-甚ダ珍ラシク感ゼラル､物ナリo又
カーペット､毛織ナレバ丈夫ノ点-花延二優レドモ靴ノマ､起居スル坐敷二用フル
ガ故二塵挨ノタマル事甚敷,朝夕間断ナク掃除スルモ尚且室内ヲ清潔二保ツ事能-
ズ.然ルニ花延ノ方ナレバー日二一度乃至二日二一度帝ヲ用フレバ塵挨跡ヲ止メ
ズ,泥土等ノ染ミ付キタルモ濡レ雑巾ニテ拭ヒ取レバ容易二其汚レヲ去ル事ヲ得ル
ガ故こ,清潔ナル事カーペットノ比二非ズO且米国ノ地-概ネ気候激烈ニシテ春秋
短ク厳寒卜酷暑卜交代スル国柄ニテ,冬-兎モ角夏季炎熱ノ焼クガ如キトキニ当
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リ,毛織ノ敷物-見ルカラ汗ノ種ニシテ,花延ノ軽快清潔ナルニ如カザル奉還シo
加之カーペット-十年モ十五年モ其形ヲ失-ザルガ故こ,金銭二多少ノ余裕ナキ家
-自然之ヲ取換ル事ヲ為サズ,五六年ノ後-色槌メ毛禿シ,塵積り経緯ノ糸顕レテ
醜体ヲ極メ不潔ヲ棟メ,室内二坐シテ道路こ在ルノ思ヲ為ス事世人ノ能ク知ル所ナ
リO尤モ注意ノ行届キタル家ニテノ､時 掃々除人ヲ頼ミ塵ヲ払フ事アリト維tモ暫時
ニシテ又旧二復シ,不潔ナル事甚シ｡然ルニ花延ノ､カ-ペットノ如ク長持セザルガ
放二遅クモ三年ニノ､一度新物 卜取代-ザル可ラズO従テ常二清潔こシテ心地好キ坐
敷二住居スルノ利アリ｡カーペットノ寿命二任セテ五六年間モ不愉快ヲ感ズルニ優
ル万々ナリト云フべシ｡又価格ノ点ヨリ云フニ世間ノ人情-十年十五年ノ先ヲ考テ
物ヲ買フガ如キ事稀ニシテ,就中家具ノ如キ-三年五年ノ経済ガ普通ノ標準ナリ.
故ニカーペットヲ買フトキモ同;)ク三四年間二一度新調スル覚悟 トスレバ,カー
ペットノ高価ニシテ汚レ易キヨリ-,花延ノ清潔ニシテ廉ナルヲ撰ブ事理ノ当然ナ
リトス｡中以下ノ人民及南部諸州ノ人民ガ好ンデ花延ヲ求ムル-,全ク之ガ為ナリ
J:㌔
ト知ルベシO
すなわち,カーペ ットと比較すると,カーペ ットの廉価物は35セントであ
るが,この35セントとい うと花延では最高品であ り,模様にもまた意匠をこ
らしたものとなっているOカーペ ットは毛織であるので丈夫ではあるが,靴
のまま起居することにより魔境がたまり掃除が容易でな く,それを間断な く
掃除を行なっても清潔を保ちがたい｡ これに比較 して花延は塵攻は帝で掃
普,泥は雑巾で拭きとれば清潔となる｡そして夏はカーペットは見るからに
暑そ うであるのに対 して花延は涼 しげであるOそ して,カーペ ットは長持す
るので自ずから長 く使用する物であ り,色被せ,毛禿 し,擦 り切れても使用
するのである｡これに比べると花延は3年に 1度は替えるものであ り,従っ
ていつも清潔である｡
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②中国製品
一方,わが国花延がアメリカ市場-参入するとき,すでに中国製品が輸入
されていた｡それはカーペットが発達した時期と同じくその40年来のことで
あるが,中国製品が十分浸透しなかったのは,すでに引用したように,中国
製品は ｢四十年一日ノ如ク兎角改良二意ヲ注ガザルガ為メ,其需用ヲ拡張ス
ルコト能-ズ｣ということが原因であった｡このアメリカ市場において改良
の遅れている中国花延であるが,この中国製品は,｢外観粗宋ナレトモ品質
堅牢ナリ｣であり,｢重量二於テモ支那製-一巻 (四十)六十封度乃至百封度
ナレトモ,本邦製-四十五封度乃至八十封度｣であるので,中国製品は,｢耐
(13)
久保続ノカ｣が大きいのである｡この堅牢であることが第一の特長である｡
これに対して,わが国の花延は,品質堅牢という点では中国製晶に及ば
ず,重量も小さく,耐久力は小さいが,｢外観美麗｣であり,｢織方ノ精 卜模
.i
様ノ巧ナル ト-支那製ヲ圧倒スルノ勢｣がある｡
以上は品質に関することであるが,つぎに価格に関することがある｡
『花延嚢纂』には,1893(明治26)年分として,日本製品と中国製品の価
･ド＼
格をあげているO
ニュー ヨーク
中国製 1ポンド 7セント乃至30セント
日本製 1ポンド 10セント乃至50セント
サン′フラ二/シスコ
中国製 1ポンド 12.5センTl乃至40セント
日本製 1ポンド 12.5セント乃至90セント
サンフランシスコでは最低価格は両国とも同じであるが,ニューヨークで
は中国製品は明らかに廉価で,最高価格はいずれにおいても日本製品が高価
である｡
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すなわち,中国製品は日本製品より安いということである｡これが第二の
特長である｡堅牢で長持するが,華美ではない中国製品と,堅牢さにおいて
劣るが,織方 ･模様にすぐれ華美である日本製品は,価格面ではこのような
差異がある｡
3 海外輸出の停滞状況
(1) アメリカ市場における状況
①アメリカ輸入関税の改正と生産地の状況
すでに,明治20年代の蘭延業の急速な発展がアメリカ-の輸出品である花
延生産によってもたらされ,また,明治30年代半ばをピークとする以後の停
滞がアメリカ市場における後退によってもたらされたことを記したが,ここ
では,この停滞をもたらしたアメリカ-の輸出の減少をめぐる事情等につい
て検討し,アメリカ市場における後退を通じてみられるこの蘭延生産業の問
題点,特質を検討したい｡
この時期の花延輸出の停滞の状況などについて,当時の文書は,｢花延貿
易ノ不振ノ原因ヲ案スルこ,明治三十六年ノ畷挫-其前年中野多粗悪品ヲ出
シ米国市場ヲ撹乱シタルニ起因シ,明治四十二年度ノ不況-其ニケ年内地物
価暴騰ノ為メ米国関税法抑圧ノ範囲内二於ケル調達不可能 トナリタルヨリ,
或-調達期ヲ恕1)或-粗品ヲ濫発スル等種々ノ悪妹手段ニヨリー 時ヲ糊塗シ
タルノミナラス,尚及-スシテ本邦商人挙ツテ契約不履行ノ挙二出テ,単二
米国商人二多大ノ損害ヲ蒙ラシメタルニ止マラス,彼等ヲシテ信用ヲ失墜セ
シメ本邦品ノ取扱ヒヲ廃スルモノ続発シタルノ結果二依ルモノト認メラ｣れ
Jう･
ち,としている｡すなわち,これら個々の年の輸出不振は,粗悪品の輸出,
契約不履行による信用失墜が引きおこしたものであるが,｢本邦花延不振ノ
病因-実二此税法ノ抑圧二依ルモノ｣であり,｢粗製濫造ノ弊モ或ル場合ニ
1I
於テ-此税法ガ助長セシメタルノ感ナキニアラス｣,としている｡此税法と
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は,1897(明治30)年のアメリカにおける花延への関税賦課を図った輸入関
税改正であ り,これに不振の根本的原因があ り,粗製濫造の弊害もそれに助
長された感があるとい うのである｡
このアメリカ輸入関税改正における花延に対する賦課関税 とは,つぎのご
･Lti･
ときものである｡
普通花延 ○原価 1平方ヤード10セント未満のもの
1平方ヤードにつき3セント
(⊃原価 1平方ヤード10セント以上のもの
1平方ヤードにつき10セント及び縦価2割5分
広幅及短尺花蓮 縦価3割5分
この輸入関税賦課は,わが国花産業に大きな打撃を与えた｡それは特に ,
｢本邦品ノ特徴 ヲ発揮シタル上等花延-全然輸出杜絶 ノ運命二陥｣ らしめら
∴ト
れ,主産地岡山県においては,｢本邦晶唯一ノ得意先ナル米国ニテ関税 ノ賦
課 ヲ受 クルニ至 り,斯業ニー大打撃 ヲ与-当業者-益困厄 ノ地位二陥 り,為
(20)
ニ業 ヲ廃スルモノ鍾 ヲ接シテ起 り漸次産業 ヲ減 スル ニ至｣ った,としてい
る｡
この当時の状況はつぎのように伝えられている｡
輸出花延は捌先なる神戸港に於て荷物滞り,目先不印の為め当時不況なり｡
(｢庭瀬雑信｣『山陽新聞』1898〔明治31〕･4･13)
備中下道郡にては近来製延業日を追うて衰微に傾き,目下百台以上の機械を据ゑ
て営業しっ､あるは固相にして,川辺村も亦殆んど百台近くを有し,其他山田新本
等の諸相にても亦数十台を運転製造為すと経も,皆下等物のみにて中等以上の物品
は殆ど皆無というも敢て過言にあらざるなりO而して売捌方は大抵瀬尾 ･早島辺よ
り来る仲買者を侠つものなるも昨今金融逼迫の為め買方少く,故を以て同郡におけ
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る製造業は益々不振の状況を望しっ､ありと云ふ｡
(1花先業不振｣『山陽新聞』1898〔明治31〕･4･14)
既報の如く客月中神戸港より輸鮎栓し花延二万八千八百八十四本,先月より減少
すること二万三千余本にして漸く､1′数を越ゆるに過ぎず,目下外商の注文乏しきに
あらざるも意外に廉価にして到底収支償はざるより自然休業するもの多し｡然るに
今六月は農家の麦秋にして職工の減少を見るぺければ或いは花延の全体を休止する
の変態を見ずやという杷憂を抱くものあるが如にやO
(｢花産業の衰類｣『山陽新聞』1898〔明治31〕･6･4)
久しく沈滞せし花延の商況も此頃漸く頭を上ぐる模様にて,デレカンプ,フルー
ド其他の商館にても続々購入しつ､あるが,未だ其品質は七円内外の安物なりとい
ふo而して是等安物は従来大抵は米国向なりLも近来豪州向も追々括瀧に出向く由
なりo尚は同地は輸入税の賦課なきを以て十円以上の機械製上等品の売行く模様な
り｡而して産地よりの入荷もぼつぼつあれば今後は多少活気を添ふるならんと云
ふ｡ (｢花延の近況｣『山陽新聞』1898〔明治31〕･9･28)
本邦花延の製造地は本県及び広島 ･香川の三県にして,同製造に要する原料蘭草
の上等品は垂に本県より産出せるが,符にマッキンレー大統領となり米国に於て苛
酷の輸入税を賦課するに至りLより,共製造高大に減少し,従って蘭草の作付反別
も昨年の如きは五百八十町余にして一昨年に比し二百八十三町余を減却し,骨って
一万以上の磯を使用したりし製造家も本年は僅々三千六百機を使用して尚は余 りあ
るを見るに至れり｡尚は其の製造所の模様如何と云ふに,従来の株式及び合資魁織
の製造会社は損耗相続き,今日に至りては目下次第に解散し,個人製造に止まるが
如し｡而して又同品の濫造を矯正せんが為め昨年末農商務省の規定に基づき同業組
合を設け本年一月より製品の検査を実施するに至りたる由なれば,自今は従来の如
き濫造品輸出はなかるべLとのことなりO尚花延の輸出は専ら外人の手に帰したる
が故に果して如何なる品質にして如何なる模様物が時に外人の噂好に適せりや否や
を確かむること能はず,同業発達を妨ぐることなからざるを以て本邦各地の同業者
相連合して一日も速に直輸出を為んのと計画せる向もありと云ふ｡
-148-
日本花延の対アメリカ輸出停滞をめぐって 515
(｢本県及び他二県の花延業近況｣『山陽新聞』1898〔明治32〕･3･1)
このように,このアメリカの輸入関税賦課により,アメリカ-の輸出は減
少し,わが国花延業は大きな打撃を受けたことはいうまでもないところであ
る｡しかし,それにもかかわらず明治30年代はなお輸出は拡大している｡
この蘭延は住生活における大衆的な消費品であって,特に花延は,｢世界
･∴
各国二於ケル中流以下ノ民族ノ敷物 トシテ-理想的二近キモノ｣,といわれ
る｡殊にアメリカにおいてほ,涼味を帯びて夏季室内の敷物として特にすぐ
_ニ
れており,また械椴に比して廉価であることによって多くの需要をもつが,
そこではわが国の花延との競争品と目される中国花延およびアメリカ産紙製
(23)
品 ･野草延があるなかで,本邦花延は ｢優者｣である,とされているもので
あるOこのような製品の質に加えて,1897(明治30)年に賦課された関税
は,1909(明治42)年のアメリカ国の関税法の改正により適当に是正された
のであり (普通花廷 :1平方ヤードにつき重量税 3.5セント,広幅及短尺花
(24)
延 :従価 3割5分),これにわが国の輸出検査規則の改正も加わ り,｢広告
紹介ノ法ヲ講ジ,不徳ノ講堂ヲ慎マ-,ヒトリ米国二止マラズ世界各国二無
1/L
限ノ販路ヲ拡張シ得-辛-疑ヒヲ容レザル所ナリ｣,と新たな期待をいだか
せるものであった｡
②日本製品の対応
1897(明治30)年のアメリカ国税法改正以後,中等以上の製品の生産が減
少し,下等品の生産となった｡それは,1平方尺10セント以上の物には従課
税が課されることになり,勢いその価格以下のものが製出されるに至ったの
である｡染色や紋様などに様々の意匠において上等なものを開発してきたの
に,低価粗製の物を製出するようになったのである｡
以上は,1900(明治33)年5月15日の 『山陽新聞』の報ずるところである
が,もともと,この粗製品は海外市場における重要問題であった｡当時は重
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要輸出品のほとんどが中小工業ないし手工業であり,その大量生産は粗製濫
造となった｡海外駐在のわが国領事はそれに対する各方面からの批難を伝
え,農商務省に対してその取締りに関して度々警告した｡中でも花蓬に対す
る批難が最も強かった｡これに対する対策についての提言もあって,1905
(26)
(明治38)年5月に農商務省花延検査所が設置されたOこれにより検査体制
ができたが,遅きに失したといえよう｡
(2)アメリカ市場における競合
(むアメリカ市場における競合
先の引用文のような状況と希望的観測にもかかわらず,花延の輸出は1902
(明治35)年をピークとして,以後減退しているのであるo
このようなアメリカ-の輸出の減少は,1897(明治30)年のアメリカ輸入
関税によるところが大きいことはすでにみたところであるが,この輸入関税
賦課にも関わらず,輸出は1902(明治35)年までは増大しており,その後も
それよりは小さくなるものの,明治30年代の後半も依然として多額であっ
た｡それが大きく減少するのは1909(明治42)年のアメリカ国輸入関税改正
による関税賦課の軽減後である｡このことは,アメリカ-の輸出の減少が関
税賦課のみにその原因があるのではない,ということを示しているといえよ
う｡すでにアメリカ市場における競争品として,アメリカ国内製晶と中国製
品のあることをみてきたが,この両国製品ならびにその代替品 (カーペット
など)との競合関係が問われなければならないであろうD
アメリカ市場におけるわが国花延の競争品には中国製花延があり,この中
国製品との比較では,わが国製品が優位にある状況はすでにみたところであ
る｡しかし,競合はこの中国製品のみではない｡第 1表は,アメリカにおけ
る花蓮の輸入状況を示すものであるが,アメリカにおける花延輸入は1910
(明治43)年頃から減少しているのであり,アメリカ国内における敷物類生
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第 1表 アメリカにおける花延の輸入状況
総輸入高 日 本 支 那 香 港 他 諸 国
47,983,317 29,336,125 12,713,363
(100.0) (61.1) (26.5)
3,600,083 2,321,538 850,387
(100.0) (64.5) (23.6)
46,127,926 29,837,169 11,058,507
(100.0) (64.7) (24.0)
3,831,436 2,646,861 779,625
(100.0) (69.1) (20.3)
44,246,485 27,360,941 13,268,690
(100.0) (61.8) (30.0)
3,766,203 2,608,188 884,814
(100.0) (69.3) (23.5)
51,114,112 29,624,303 15,151,051
(100.0) (58.0) (29.6)
4,333,044 2,816,253 1,053,737
(100.0) (65.0) (24.3)
43,435,748 23,411,714 14,805,251
(100.0) (53.9) (34.1)
3,290,557 2,029,290 892,526
(100.0) (61.7) (27.1)
31,047,049 16,403,355 13,185,622
(100.0) (52.8) (42.5)
2,239,483 1,303,939 792,967
(100.0) (58.2) (35.4)
26,027,524 12,077,258 12,658,144
(100.0) (46.4) (48.6)
1,880,309 989,208 750,366
(100.0) (52.6) (39.9)
23,956,533 10,500,110 12,731,150
(100.0) (43,8) (53.1)
1,740,701 885,564 734,998
(100.0) (50.9) (42.2)
22,293,533 10,427,167 11,090,623
(100.0) (46.8) (49.7)
1,707,764 914,071 685,262
(100.0) (535) (40,1)
5,799,897 133,932
(12.1) (0,23)
387,134 41,024
(10.8) (1.1 )
4,947,722
(10.7)
343,848
(9.0)
3,336,168
(7.5)
210,471
(5.6)
6,154,138
(12.0)
403,590
(9.3)
5,048,290
(ll.6)
297,223
(9.0)
1,286,287
(4.1)
72,714
(3.2)
1,114,750
(4.3)
69,994
(3.7)
295,126
(1.2)
17,375
(1.0)
277,844
(1.2)
17,672
284,528
(0.62)
62,102
(1.6)
280,686
(0.63)
65,729
(1.7)
184,623
(0.36)
59,464
(1.4)
170,493
(0.39)
71,518
(2.2)
171,785
(0.55)
69,863
(3.1)
177,372
(0.68)
70,741
(3.8)
330,139
(1.4)
102,764
(5.9)
497,899
(2.2)
150,759
(1.0) (8.8)
註 1) 『花延検査所年報』(1911年 1914年)により作成.
2)上段は数量 :1905-10年は平方ヤード,1911-13年はヤール,T段は価額 :早
位 ドル.
3) ( )内は総量 ･総額に対する比率.
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産が大きく進展していることを予想させるのである｡
②アメリカにおける代替品の生産
ところで,このカーペットは直ちに花延との直接的な競合となるものでは
ないと思われる｡すでに引用した文章にあるように,カーペットは元来高価
であった｡従ってそれは富裕層のみにおいて使用されていた｡やがて機械生
産が始まって,大量の生産となった｡それにより廉価となって,広く普及し
たoLかし,この廉価になった頃,日本花延はアメ1)カに輸出拡大している
のである｡それは毛製品のカーペットにはない品質的特性,すなわち清涼 ･
清潔,があったからである｡そうであるとすれば,品質的に花延と類似の製
品との競合関係がより大きな問題であろう｡
この点については,例えば1905(明治38)年11月の在シャトル帝国領事館
報告は,アメリカにおける日本製品の競争品の一つであるアメリカ製品につ
いて,｢当国製 『ファイバ ･マッテング』『クレックス,グラス,マッテン
グ』等アリト維 トモ 『ファイバー』-紙製ナルヲ以テ水湿二堪-サルノミナ
ラス,価格モ小売-鳩五十仙乃至七十五仙ノ高価ナレ-未夕人ノ注意ヲ惹ク
ニ至ラス｡『クレックス ･グラス』-之二比シ相安価ナルモ外観粗野ニシテ
3Bh6
到底本邦花延二匹敵スルコ用巨-ス｣,としているが,しかし,すでに,｢千
九百四年米国農務省公報二依テ見ルモ既二合衆国花延新式機械ノ発見完了シ
優等ノ花延産出スルニ到｣っている (1905〔明治38〕年12月元米国海外実業
､ごト
練習生大橋賢之輔報告)のである｡その具体例をみると,例えば,｢メーン州
内ノー製造家-花延製織ヲ発明シ,製織入費二比スレバ低廉ニシテ然カモ優
等ナル製品ヲ得｣ることができる (1907〔明治40〕年6月在シカゴ帝国領事
(29)
鰭),と報じている｡
後年,｢花延-野草延,グレックス,1)ノリーム等各種ノ敷物二圧倒セラレ
漸次敷物 トシテノ用途ヲ失ヒ,目下主 トシテ,スーツケース等ノ表装等二使
用セラルルニ至ルヲ以テ,白無地ノ需要多ク,従テ意匠-関係少ナキモノノ
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jし卜
如シ｣,というように,花蓮はアメリカ国産の敷物に押されて大きく後退し
ているのである｡
ところで,このアメリカにおける花延生産と関連して,日本では蘭酉の対
アメリカ輸出問題が起きている｡
1903(明治36)年に,岡山県では郡長から,村長あてのつぎの文書が発せ
jl
られている｡
農乙第一一一〇号
近来北米合衆国二於テ花延製造ノ計画ヲナスモノ有之由ニテ,之力為メ南西ヲ彼国
-輸出セント図ルモノ往々有之,右-花延商業ノ不景気ナル今日一層疑慣ヲ歓起ス
ルノ虞アルノミナラス,延テ斯業二打声ヲ加フルコト無之ヲ保シ難キ義 卜存候条,
右等ノ計画ヲナスモノこ対シテ-直接間接二論示ヲ加-思ヒ止マラシムル様取計相
成度,本県ヨリ通牒有之候粂了知ノ上可然取計相成度,此段及通牒也
明治三十六年十弐月廿七日 浅口郡役所
連島村長 三宅熊雄殿
本県蘭草同業組合長岡崎柾次郎外二名ヨリ別紙写ノ通願出侯二付,警告書三〇菓
回送及候条,当業者-配布方取計成度,此段及照会候也
明治三十七年一月六日
連島村役場
浅口郡役所
｢兼交付可相成哉｣
謹啓,時下向寒之候,益御清穆之段奉敬賀候,陳者近来外商 卜結託シ本邦産蘭草苗
ヲ密カニ米国-輸出セントスルモノ有之ヲ発見シ,之レカ防止策ヲ講究セシモ何分
秘密売買行-レ侯コトナレ-,今后我国蘭草生産及ヒ花延業者畳表業者蘭草商ニア
リテ如何ナル至大ノ影響ヲ及ホスヤモ難計,依テ此際生産者二周知セシムル為メ別
紙注意書配布致シ度侯二付,御手数恐縮ノ至リ二俣得友,各町村役場-配布方相煩
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度候,敬具
明治ty六年十二月t&一日
岡山県花延同業組合
取合長 香川真一
岡山県畳表同業細/合
組合長 目黒善五郎
岡山県蘭草同業取合
組合長 岡崎柾次郎
浅口郡役所御中
警告
近頃南西ヲ米国-輸出セント企図セル老アリ,若シ米国二於テ蘭草ヲ栽培シ精巧ナ
ル器械こヨリ自国ノ原料ニテ花延ヲ製織スルニ至ラバ,日本ノ花延-販路全ク杜絶
セラレ従テ蘭草ノ需要二多大ノ減却ヲ釆タシ,蘭草花延ノ従業者及生産者-共二其
生業ヲ失ヒ悲酸ノ境二沈輪スルコト必死ノ理勢ナリトス,サレバ各組合理事者二於
テモ極力之レカ防過二斡旋セルそ,尚各自ノ徳義二椿-膏二輸出二関スル蘭酋ノ売
買及帯助ヲナサ ルゞノミナラズ,互二警戒監督シテ禍根ヲ未然二防キ,個人ノ為メ
(トか)
国家ノ為メ永ク地方特有物産タル花延蘭草ノ声価ヲ維持セラレンコロ希望ノ至二堪
-サルナリ
明治三十六年十二月
岡山県花延同業組合事務所
岡山県畳表同業組合事務所
岡山県蘭等同業組合事務所
このアメリカ-の蘭苗の輸出についての文書は,アメリカにおいて蘭延生
産の展開の気運に対する把握を前提にしているといえよう｡
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③中国製品の進出
第二は,中国製品のアメリカ市場への進出である｡アメリカへの花延の輸
出は中国の方が早く,日本は遅れて参入した｡日本からの輸入が急増してい
る明治20年代半ばの中国製品と日本製品をみると,つぎのようになってい
(32)
る｡
1891(明治24)年 中国産 211,332巻 日本産 95,341巻
1892(明治25)年 212,118巻 165,907巻
この時期には,なお中国製品の万が数量的には多いo
それが第 1表では,この明治後期には,日本製品は中国製品よりも多く,
中国製品の方が多くなるのは大正期に入ってからである｡以下,この中国製
品のアメリカ市場での巻き返しと日本製花延の後退の事情をみよう｡
中国からの輸出品は多くが農産物,または半製品であるなかで,花延は唯
(㍊)
一の完成品ともいえる重要な輸出工産品であるOこの中国産の花延の特徴は
すでにみたが,ここで改めてみると,その特徴は,｢第-織方ノ粗ナルヲ避ケ
堅牢ニシテ耐久カニ富メル事,其製品厚クシテ量目重キ事,其原料長キカ為
製品不同ナキ事,及価格ノ比較的廉ナル事 (例--支那普通花延四十鴨一巻
二対スル価格ノ鹿価我豊後背高花延に相当ス,即チ一巻六円乃至三十銭ナル
カ如シ)等｣であり,また,｢織方千変一律ナルコト及其綿柄二於テ平凡ナル
I.i:
点｣が欠点である,という｡
この中国製花延は,1907(明治40)年頃は,｢地合甚夕厚ク織糸太ク耐久力
アリ,本邦製品ノ競争者タル資格アルモノノ如シO然レトモ着色模様極メチ
平凡ニシテ,目下-当国人ノ嫌忌スル縞形格子アルノミニシテ多クノ需要｣
がないO従って,｢本邦製品-目下市場独占ノ姿｣にあるが,しかし,｢支那
花建ニシテ模様ヲ改良シ,且廉価二続々市場二現出スルニ至ラ-侮ル-カラ
Jさ
サル頚敵タルニ至ル-シ｣,という状況である｡そして,この頃より中国花
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延のアメリカ市場への輸出は急ピッチとなり,日本製品を圧迫していく｡
｢此頃日本新聞紙力長文ノ記事ヲ掲ケテ南清及印度支那花延ノ発展 ･輸出
増加ノ為メ日本-著キ影響ヲ被 リタリト言フ-根拠アル説ナリ.之ヲ概観ス
ルニ近頃印度支那貿易ノ発展----本年モ亦日本当業者二秒ナカラサル影響
ヲ及ス-ク香港ノ花延輸出ノ＼引続キ増加ヲ見ル-シJ,と 『カーペ ット･ツ
レ-ド･レビゥ』は,中国製品の増大によって日本製品が圧迫されていく様
(36)
子を報 じている｡後年になるとそれはさらに顕著で,例えば,1919(大正
8)年についてつぎのごとき報告がある｡
ルイスヴィル市ノTheOtisHiddenCo.-,十三,四年間日本ヨリ花延其ノ他ノ
敷物ヲ輸入シ,元聖路易二本店ヲ置キシモ花延-漸次南方二需要アルニ至リタル
為,二.三年前本店ヲ同市二移シ現二多額ノ日本及支那製花延ヲ輸入シツツアリト
謂フ｡而シテ其ノ店主ノ談二依レ-,現今二於テ-日本製品ヨリ支那ニテ製造セラ
ルル模造品ノ方遥カニ売行良好ナルカ,是レ支那品ノ安価ナルニ反シ日本品-漸次
労賃高騰シテ安物ヲ製造シ得サルニ至レル結果ナラスヤ云々ノコトナリシカ,事実
上製品-日本品二劣ラザル精巧ヲ榛メッツアレ-今後花延界二於テ-日本品ノ餅敵
i:
タルニ至ル-シ｡
ここには低廉で,品質も改善された中国製品によって日本製品がアメリカ
市場から駆逐されつつある様子が述べられているO第 1表にみたアメリカ輸
入品における日本製品の減少と中国製品の増加は,アメリカ市場において日
本製品が中国製品との競争のうちに後退していることを反映しているのであ
るo
以上のごとく,アメリカ-の輸出の減少は,アメリカ市場におけるアメリ
カ国産敷物,中国製花延との競争のうちに余儀なくされたものであるが,そ
れはより具体的には機械制生産によるアメリカ国産品,低労賃労働に依拠す
る中国製品との価格競争における敗退なのであり,これによって大きく後退
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したのである｡
4 輸出花産業の特質
このようなアメリカ市場での後退を押しとどめ,さらには積極的にうち
かっていくには低コストでの花延の生産が必要であろうが,いっそうの低労
賃に依拠することが不可能であるとすれば,それは生産能率の向上によるよ
りほかにはないのであり,そのためには動力化の実現と推進を軸とする工場
生産-の転換が課題であろう｡この対アメリカ輸出不振の時期における花延
生産の動向を,①花延工場の潰減と副業的家内工業-の転換,低コスト実現
のための ｢出し機制｣の出現,そして粗製濫造と,②手機から自動織機-の
･J)
転換という方向もあったという高田正規氏の整理があるが,後者の方向は,
1904(明治37)年に自動織機の発明があるなどの努力にもかかわらず,それ
は実現せず,前者の方向をたどったのである｡動力化をなし得なかったこと
に大きな問題があるといえるのであるO
すでにみたように,花延業は明治20年代から30年代にかけてのアメリカ市
場拡張期に著しい発展をみせるが,それはかなりのマニュファクチュアを生
み出し,｢工場｣生産の展開をみせる｡しかし,この ｢工場｣生産は工場生産
に発展せず,むしろ ｢工場｣は消滅し,家内工業的小生産に帰結していく｡
ここに輸出花延業の展開過程の特質がある｡
このような展開の要因は,その市場であるアメリカへの輸出が停滞したこ
とである｡このアメリカ市場での停滞は,そこにおけるアメリカ国産品 ･中
国製品との競争に敗退したことによるのであり,この海外市場への対応をも
たらす要因の検討が課題となる｡
アメリカ市場での後退は,品質面での弱点を改善してきた中国製品,アメ
リカ国内での機械製敷物との価格面での競争が要因である｡この競合にうち
かつためには,より低価格での製品でなければならず,そのためには機械制
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生産-の転換が必要である｡
ところで,この花延生産における機械化が進まないことの要因は,その技
術的特性がある｡ここで改めてこの蘭延生産において最も重要な織機につい
てみよう｡
蘭延織機の推移を示したものに黒瀬英樹 ｢岡山県の花延 ･畳表織機の変
遷｣があるoそれによると,明治以降もしばらくは従来からの座機といわれ
るものであった｡それは構造的にはむしろ機と大差がない｡歳を手で操作す
ることで糸を出し入れさせ,竹製の差竹で糸の間に蘭草を挿入し,旗で締め
(39)
るというものである｡これは,1尺につき経糸40本内外の粗造地建の他は製
･心
出することができず,また,自由に紋様を織出すことができない｡1892(覗
治25)年頃,都窪郡帯江村帯高の堀内久書 ･中村啓一郎がこれを改良し,足
踏式の織機を考案した｡これは足で歳と差竹を動かし,手で蘭草を差すとい
(41)
うものである｡能率も座機に比べ大きく向上した｡
花延織機そのものでは,1878(明治11)年の磯崎眠亀による錦莞延織機の
発明を契機にさまざまな織機が考案された｡なかでも1883(明治16)年に茶
屋町の三宅周三郎 ･藤沢丈七による二人横織機が考案された｡さらに両人は
考案をかさね,1892(明治25)年には模様を自由に織り込む紋板を考案し,
353革官
またそれまでの横顔を一人織の竪機-並機に改良した｡ 『花延嚢纂』は,｢挽
近二至り漸次改良ヲ加-,又夕別途発明ノモノモ少ナカラズ,現今ニテ-職
工二人ヲ要スル横磯ヲ用フルモノ七八分ヲ占ム,他-近来発明ノ竪機ニシテ
職工一人又-二人ヲ要スルモノナリo其一人ニテ織成スモノヲ独機 卜称
･4.i
ス｣,と二人懸りの横磯,二人懸りまたは一人懸りの竪機が開発され,明治
20年代末には前者7-8割,後者3-2割という割合であるとしている｡な
(4)
お,二人懸りということであるが,｢差竹を用う者,歳の手に居る者｣,すな
わち,経糸 (苧妹糸)の間に差竹で蘭草を差す者とそれを旗で固める者であ
るOそれを一人でするのが独機であるO
足踏式織機に続き,織機の自動化の試みが行なわれた｡1904(明治37)年に
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は西大寺の竹原恒太郎による竹原式自動織機,1907(明治40)年は御津郡大
(45)
野村の荒木優が荒木式自動織機を考案したのをはじめとして続出する｡しか
し,これらは普及しなかったと思われる｡
このように,花延生産における織機は改良が加えられ,また新たな開発も
あるとはいえ,手織機の段階にとどまり,機械化が進行しないことについて
は,原料が蘭草という加工原料ではない,農産加工ということからくる技術
的特性が作用しているといえよう｡しかし,技術的には制約があるにして
ち,原理的には織物製造と同一の機構である蘭延織機の動力化の試みは明治
30年代には行なわれており,また,先にみたようにこの時期にアメリカでは
機械制生産が出現しているのであって,問題はこの機械化を実現させない経
済的要因である｡この点については,当該の時期の英国総領事ジー ･エッ
チ ･フィッブスの日本の花産業についての本国-の報告記事 ｢日本ノ花廷事
業｣が示唆に富む指摘を行なっている｡
その報告文は,まず,日本の花延が涼味を帯び夏季室内の敷物として特に
すぐれていること,また,械塩に比して廉価であるためにアメリカに多くの
需要をもつことを述べた後,さらにその使用する織機について触れているO
それによると,最近花延製造者たちの間に今の手機にかわる蒸気力 ･水力の
利用が試みられ,複雑でない模様のものを織ることが可能となっており,岡
山地方において蒸気力機関が試用された｡しかし,｢殆ンド其功ナシ｣という
(46)
のがその結果であったという｡この力織機が定着しないことの理由として,
フイッブスは,この地方では ｢女工-一日偉力二十銭,三十銭ノ賃銀ニテ雇
フ｣ことができるが,このような ｢低廉ナル人間ノ労働 卜競争センガタメニ
I
-製造所ノ＼大速力ヲ以テ器械織ヲ運転セシメザル可カラズコ1､明カナリ｣,
と述べて,機械化の進展を押しとどめるものとして低廉なる労働力の存在を
指摘している｡
ここに指摘されている低賃銀労働力の存在が機械化の進展を押しとどめる
要因という点について,以下,吟味を行なっていこう0
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この蘭延製造は,原料である蘭草をそのまま原料糸として使用し,それを
以て製品となるものであるQ原料生産 (蘭草栽培)と製品生産 (蘭延製造)
の間には,原料の第一次加工は必要ではなく,従って第一次加工部門の分
離 ･独立はない｡蘭草は加工されることなく,そのまま直接的に原料糸とな
るのであるのであるが,原料生産と製品生産とが直接的に結合するところに
農産加工業としての特性がよく示されている｡
ところで,原料である蘭草をそのまま原料として直接的に製品となる蘭延
は,蘭草栽培農家の加工業であり,また,蘭草栽培地帯における加工業とし
て蘭蓮製造業は展開する｡第一次加工部門の分離 ･独立を必要としない蘭建
製造業の場合には,この蘭草栽培地帯と蘭延製造地帯という両者の地域的結
合の分離は容易には進行しない｡
このように,蘭延製造業は蘭草栽培地帯において成立し,そこを存立 ･展
開の基盤としていくのであるが,蘭草栽培地帯は他の水田農村よりいっそう
多くの労働力をもち,また,水稲に蘭草栽培が加わってもなお水田農業のも
つ季節的集中性は崩れず,農閑期余剰労働力を豊富にもつところといえるで
あろう｡この豊富な労働力を基礎とする低労賃労働に依拠して蘭延製造業は
成り立ったのである｡しかし,それはまた,そのゆえに機械制生産-の転換
は容易ではなく,それをなしえないままに国際競争において後退していった
のであるo
この農業生産構造からの規定は,ただに機械制生産-の転換の問題だけに
限らない｡明治20年代から30年代にかけての最旺盛期の,一方には ｢工場｣
を生み出しつつも,広汎な家内生産の展開という動きも,この小農経営に結
合したままの余剰労働力の存在構造,農業生産構造につよく規定されてのも
のであったのであるO
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